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西
川
町
戦
没
者

追
悼
式
が
町
主
催
に

　

追
悼
式
は
昨
年
ま
で
西
川

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
西
川
町
が
主
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

理
由
は
、
西
川
町
遺
族
会

か
ら
町
で
主
催
し
て
欲
し
い

と
い
う
強
い
要
望
が
あ
っ
た

こ
と
、
慰
霊
祭
か
ら
追
悼
式

に
変
わ
っ
て
、
宗
教
色
が
な

く
な
っ
た
こ
と
、
近
隣
に
お

い
て
も
市
と
町
が
主
催
者
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

で
す
。

　

な
お
、
今
年
は
８
月
２
日

に
行
い
ま
す
。

自
己
負
担
5
千
円
で

　

風
疹
が
全
国
規
模
で
流
行
し

て
お
り
、妊
娠
初
期
の
妊
婦
が

感
染
す
る
と
胎
児
が
感
染
し
、

難
聴
や
心
疾
患
、白
内
障
な
ど

の
先
天
的
な
障
害
を
持
っ
た
子

ど
も
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。そ
の
た
め
に
、妊
婦
と

な
る
女
性
だ
け
で
な
く
妊
婦
へ

の
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
、

免
疫
を
持
た
な
い
20
代
か
ら
40

代
の
男
女
に
接
種
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、費
用
が
高
額
な
た
め
、

町
で
は
県
内
初
と
な
る
予
防
接

種
費
用
の
助
成
制
度
を
導
入
し

て
い
き
ま
す
。但
し
、接
種
は
西

川
町
立
病
院
に
限
定
し
ま
す
。

　

麻
疹・風
疹
の
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
は
１
人
あ
た
り

1
万
380
円
か
か
り
ま
す
。そ
の

う
ち
5
千
380
円
を
助
成
す
る
こ

と
と
し
、200
人
分
、108
万
円
の
費

用
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

接
種
期
間
は
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

県内初！！

　

６
月
定
例
会
は
６
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
海
味
二
本
松
地
内
住
宅
団
地
工
事
の
請
負
契
約
金
額
の
変
更
や
西
村
山
西
部
地

区
土
地
開
発
公
社
の
解
散
、
２
件
の
条
例
案
件
、
一
般
会
計
と
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

が
、
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
か
ら
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書
を
議
案
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
人
の
議
員
が
７
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
最
終
日
に
、
西
川
町
総
合
開
発
株
式
会
社
と
株
式
会
社
米
月
山
の
経
営
状
況
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６月
定 例 会 麻疹.風疹の混 合ワクチン費用助成

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
利
用
条

件
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
空
き
家
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
公
の
秩
序
を
乱

し
、
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
恐

れ
が
あ
る
時
は
、
登
録
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
明
記

し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
空
き
家
が
問
題
視

さ
れ
て
お
り
、
人
口
定
住
や
環

境
保
全
の
た
め
に
も
、
多
く
の

方
々
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

▲現在登録されている空き家

▲町立病院での予防接種

空
き
家
バ
ン
ク　

　　

定
例
会
開
会
中
の
議
会
全
員

協
議
会
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

つ
い
て
町
か
ら
次
の
よ
う
な
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
内
の
空
き
家
を

有
効
に
活
用
し
、
※
Ⅰ
Ｊ
Ｕ

タ
ー
ン
対
策
を
進
め
、
定
住
人

口
の
確
保
を
行
う
一
つ
の
手
段

と
し
て
、
西
川
町
空
き
家
情
報

登
録
制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
始
め
ま
し
た
。
町
内
に
あ
る

賃
貸
借
、
売
買
可
能
な
空
き
家

の
登
録
情
報
を
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
等
で
公
開
し

て
、
希
望
す
る
人
に
対
し
て
紹

介
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
に
は
155
件
の
空

き
家
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
賃

貸
・
売
却
の
意
向
を
示
し
た
物

件
は
36
件
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
５
月
で
４
件
が
登

録
さ
れ
、
利
用
希
望
登
録
者
は
、

県
内
２
名
・
県
外
１
名
で
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
要
綱
の
中
で

は
、
地
域
の
一
員
と
し
て
必
要

に
応
じ
地
域
組
織
の
運
営
に
か

か
る
費
用
の
負
担
、
並
び
に
共

同
作
業
へ
の
参
加
が
で
き
る
者

決定

※
Ⅰ
タ
ー
ン

　

都
市
に
居
住
し
て
い
た
人
が

　

地
方
に
移
住
す
る
こ
と

※
Ｊ
タ
ー
ン

　

地
方
か
ら
都
市
に
移
住
し
た

　

人
が
、
別
の
地
方
に
移
住
す

　

る
こ
と

※
Ｕ
タ
ー
ン

　

就
職
等
に
よ
り
都
市
に
移
住

　

し
た
人
が
、
地
元
に
戻
っ
て

　

定
住
す
る
こ
と

　

こ
の
３
つ
を
総
称
し
て

　

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
と
い
う
。

住
宅
団
地
造
成　

　
平
成
24
年
度
（
繰
越
）
み
ど
り

団
地
造
成
工
事
請
負
契
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

　

造
成
工
事
を
実
施
し
た
結

果
、
広
場
の
法の

り
め
ん面
の
芝
養
生

等
設
計
の
一
部
を
変
更
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
270
万
円

を
増
額
し
、
６
千
800
万
円
に

契
約
変
更
す
る
提
案
が
あ
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

公
社
の
解
散　

西
村
山
西
部
地
区
土
地
開
発
公

社
の
解
散
に
つ
い
て

　

昭
和
49
年
に
朝
日
町
、
西

川
町
、
大
江
町
の
三
町
で
設

立
し
た
西
村
山
西
部
地
区
土

地
開
発
公
社
に
つ
い
て
、
近

年
は
公
有
地
の
先
行
取
得
や

宅
地
造
成
な
ど
の
事
例
が
な

く
、
今
後
も
事
業
の
実
施
が

見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

山
形
県
知
事
に
解
散
の
認
可

を
申
請
す
る
た
め
提
案
が
あ

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

尚
、
350
万
円
の
出
資
金
返
還

金
に
つ
い
て
は
、
財
産
売
払
い

収
入
と
し
て
歳
入
に
繰
り
入
れ

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

   

（
全
員
賛
成
）

条
例
の
設
定
一
部
改
正

☆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

　

策
本
部
条
例
の
設
定

　

国
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

の
施
行
に
伴
い
町
の
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
防
災
会
議
条
例
等
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

防
災
及
び
災
害
に
係
わ

る
事
務
の
所
管
を
「
町
民

税
務
課
」
か
ら
「
総
務

課
」
に
変
更
す
る
た
め
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）
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質
疑
・
応
答

一
般
会
計

小
水
力
発
電
可
能
調

査
を
今
後
ど
う
進
め

る
の
か
。

国
の
事
業
と
し
て
町

で
可
能
性
を
調
査
す

る
。
事
業
導
入
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
す
る
。

町
道
梅
沢
根
際
線
（
あ

づ
ま
橋
）
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

平
成
24
年
か
ら
用
地

交
渉
中
。
橋
の
架
け

替
え
だ
け
で
も
３
年
を
要

す
る
。

小
学
校
プ
ー
ル
の
屋

外
ト
イ
レ
凍
結
に
伴

う
修
理
に
関
し
て
、
学
校

の
施
設
全
体
の
管
理
体
制

に
つ
い
て
問
題
は
な
い
の

か
。

平
年
に
比
べ
気
温
が

低
か
っ
た
事
と
水
抜

き
が
不
十
分
で
あ
っ
た
事

が
主
な
要
因
。
管
理
体
制

に
つ
い
て
は
人
的
に
は
十

分
と
認
識
し
て
い
る
。

町
道
橋
梁
の
補
修
工

事
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

町
で
管
理
す
る
橋
は

90
橋
、
急
ぎ
修
繕
必

要
な
橋
は
８
橋
、
修
繕
必

要
な
橋
は
47
橋
、
必
要
無

し
35
橋
で
あ
る
。
順
次
改

修
を
進
め
て
い
く
。
全
体

の
計
画
を
早
い
時
期
に
説

明
し
た
い
。

大
井
沢
の
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
の
カ
ヤ
屋
根

は
修
繕
費
が
掛
か
り
す
ぎ

る
し
、
利
用
者
も
少
な
い
。

活
用
で
き
な
い
の
な
ら
廃

止
し
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

平
成
元
年
に
整
備
し
て

か
ら
25
年
に
な
る
。
過

去
５
年
間
の
平
均
利
用
状

況
は
年
間
143
人
、
使
用
料

年
間
２
万
４
千
円
と
低
迷

し
て
い
る
。
改
善
検
討
委

員
会
で
議
論
し
て
い
る
が

廃
止
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
検
討
し
た
い
。　

補正
予算

意
見
書　

　
☆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連

　

携
協
定
）
へ
の
参
加
に

　

反
対
す
る
意
見
書

　　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
効
果

　

が
少
な
く
、
農
業
へ
の

　

打
撃
を
は
じ
め
と
し
た

　

失
う
も
の
が
余
り
に
も

　

大
き
い
こ
と
や
、
国
民

　

に
情
報
が
開
示
さ
れ
ず
、

　

国
民
合
意
も
な
い
ま
ま

　

拙せ
っ
そ
く速
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

　

す
る
こ
と
は
容
認
で
き

　

な
い
た
め
、
意
見
書
を

　

提
出
し
ま
す
。

　

提
出
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　

農
林
水
産
大
臣

　
　

財
務
大
臣

　
　

外
務
大
臣

　
　

厚
生
労
働
大
臣

　
　

経
済
産
業
大
臣

　
　
　

　

★
３
月
議
会
で
も
、
Ｔ
Ｐ

　
　
　

Ｐ
交
渉
参
加
反
対
を
求

　
　
　

め
る
意
見
書
を
提
出
し

　
　
　

て
い
ま
す
。

請
願全員賛成で採択意見書の

提出

第
22
期
西
川
町
総
合
開
発
株
式
会
社

経
営
状
況
報
告

　

売
上
げ
重
視
か
ら
収
益
重
視
を
目
標
に
取
組
ん
だ
結

果
、
売
上
高
（
受
託
料
含
む
）
は
５
億
２
千
167
万
円
と

前
期
対
比
98
％
（
930
万
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
原

価
、
経
費
削
減
に
よ
り
、
純
損
益
は
390
万
円
と
３
期
ぶ

り
に
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　

 

　

第
23
期
に
向
け
て
は
、
平
成
24
年
期
か
ら
平
成
28
年

期
ま
で
の
５
ヵ
年
の
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
優
先

順
位
の
高
い
事
項
か
ら
順
次
取
組
み
、
健
全
な
経
営
体

と
し
て
の
体
質
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

利
益
率
の
高
い
「
白
い
発
芽
胚
芽
米
」
の
販
売
環
境

が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
原
料
玄
米
の
値

上
げ
に
よ
る
利
益
率
の
低
下
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、

最
善
の
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
経
常
利
益
は

106
万
円
の
減
と
な
り
、
３
期
ぶ
り
に
赤
字
決
算
で
累
積

債
務
を
増
や
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
８
期
に
向
け
て
は
、
原
点
に
戻
り
、
本
来
の
仕
事

で
あ
る
白
い
発
芽
胚
芽
米
「
月
山
ま
ん
ま
」
「
ギ
ャ
バ

メ
シ
」
及
び
「
つ
や
姫
」
の
製
造
加
工
に
全
力
で
取
組

み
、
関
連
商
品
の
販
売
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

★
議
会
で
の
経
営
状
況
報
告
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

　

り
、
町
が
資
本
金
の
半
分
以
上
を
出
資
し
て
い
る
株
式
会

　

社
等
が
行
い
ま
す
。　

　

第
１
回
臨
時
会

4
月
25
日
開
催
　

第
２
回
臨
時
会

６
月
28
開
催

　

平
成
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
千
955
万
２
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
44
億

55
万
２
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
度
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
21
万
８
千

円
を
追
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
７
千
３
万
５
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
も
の

は
、
町
独
自
に
実
施

す
る
定
期
外
の
麻

疹
・
風
疹
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
の
助

成
、
小
水
力
発
電
可

能
性
調
査
事
業
費
、

融
雪
遅
延
対
策
事
業

補
助
金
、
防
災
関
係

設
備
移
転
工
事
費
、

公
共
施
設
の
修
繕
な

ど
、
一
般
会
計
・
特

別
会
計
と
も
に
原
案

ど
お
り
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

問

問問 問

問

答答

答

答 答

小水力発電の調査費がつく
～国１００％助成で自然エネルギーの開発を～

主な補正予算
総務費
　防災設備移転工事費　　　　　　　４８万円
民生費
　給食食材放射線量検査委託費　　　１６万円
衛生費
　予防接種委託料　　　　　　　　１０８万円
農林水産費
　小水力発電可能性調査委託費　　６８０万円
土木費
　融雪遅延対策事業補助金　　　　２９０万円
　道路新設改良費　　　　　　　　１０３万円
　道路橋梁費　　　　　　　　　　１８４万円
社会教育費
　一般コミュニティ助成事業助成金　２５０万円
　セミナーハウス修繕料　　　　　　８３万円
災害復旧費
　農林業災害復旧事業補助金　　　　６０万円

第
７
期
株
式
会
社
米
月
山

大井沢地区に

▲

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

★
副
議
長
選
挙
は
、
議
長
を
含
む

　

10
人
が
投
票
し
ま
す
。

　

監
査
委
員
の
同
意
は
、
議
長
と

　

本
人
を
除
く
8
人
が
投
票
し
ま

　

す
。

▲あづま橋

除
雪
費
の
追
加
等
平
成
24
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算

町
税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　

以
上
３
件
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
、
全
員
賛
成
で
可
決

　
副
議
長
選
挙

当
選

青
山
知
教　

議
員

　

青
山
知
教　

７
票

　

飯
野
咲
子　

１
票

　

無
効　
　
　

２
票

監
査
委
員
の
同
意

宮
林
昌
弘　

議
員

　
（
賛
成
６
、反
対
１
、無
効
１
）

給
与
削
減
決
定
！

期
間
…
25
年
7
月
1
日
か
ら

　
　
　

26
年
3
月
31
日
ま
で

条
例
の
一
部
改
正

・
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長

　

の
給
料
を
５
％
削
減
す
る

　

た
め
の
条
例
改
正
を
可
決

　
　

（
賛
成
７
・
反
対
２
）

・
一
般
職
の
職
員
の
給
料
を

　

3.2
％
削
減
す
る
た
め
の
条

　

例
改
正
を
改
正

　
　

（
賛
成
６
・
反
対
３
）

財
産
購
入

・
海
味
と
水
沢
の
消
防
ポ
ン

　

プ
自
動
車
の
購
入
を
可
決

　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

議
員
発
議

・
議
員
の
報
酬
を
3.2
％
削
減

　

す
る
条
例
改
正
を
可
決

　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

議
員
自
ら
も

削
減
案
を
提
出
！
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６
人
の
一
般
質
問

①　

元
小
屋
等
の
全

壊
２
棟
と
半
壊
２
棟

を
確
認
し
て
い
る
。

②　

屋
根
か
ら
落
雪
の
危

険
が
あ
る
間
沢
の
旧
作
業

所
を
所
有
者
に
解
体
し
て

も
ら
っ
た
。

③　

解
体
勧
告
対
象
の
石

倉
の
元
製
材
所
は
、
倒
産

の
清
算
処
理
は
終
了
し
て

い
る
も
の
の
、
所
有
者
と

管
理
者
が
不
在
で
、
第
三

者
の
抵
当
権
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。

　

弁
護
士
と
協
議
し
た
結

果
、
抵
当
権
等
を
解
除
す

れ
ば
危
険
回
避
の
た
め
に

町
が
解
体
を
行
う
こ
と
も

可
能
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
検
討
を
行

な
っ
て
い
る
。

④　

雪
対
策
と

景
観
対
策
、
空

き
家
対
策
の
す

り
合
わ
せ
な
ど
、

今
後
研
究
を
重

ね
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

①　

西
川
町
総
合
開

発
㈱
は
、
経
営
改
善

に
努
力
し
て
三
期
ぶ
り
の

黒
字
決
算
。
今
後
も
引
き

続
き
経
営
の
安
定
化
に
努

め
る
。

　

赤
字
決
算
と
な
っ
た
㈱

米
月
山
で
は
、
集
落
営
農

と
連
携
し
た
取
り
組
み
も

視
野
に
入
れ
、
農
業
法
人

と
し
て
の
今
後
の
体
制
づ

く
り
を
検
討
し
て
行
く
。

②　

5
千
185
万
円
は
施
設

管
理
委
託
や
修
繕
費
を
含

む
額
で
あ
り
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
調
査
基
本
設
計
費
は

455
万
円
。

　

直
売
所
も
一
体
と
な
っ

た
売
場
づ
く
り
、
町
内
観

光
と
飲
食
ポ
イ
ン
ト
誘
導

機
能
強
化
、
地

域
食
文
化
等
の

体
験
機
能
づ
く

り
、
屋
外
ト
イ

レ
の
移
設
な
ど

に
重
点
を
置
き
、

今
後
の
あ
り
方

や
方
向
性
を
決

定
し
基
本
計
画

を
作
成
す
る
。

①　

今
冬
の
豪
雪
で
、

空
き
家
を
含
め
た
建

物
の
損
壊
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

②　

危
険
な
空
き
家
が
16

棟
あ
る
が
、
解
体
勧
告
や

命
令
を
発
し
た
実
例
が
あ

る
か
。
危
険
な
空
き
家
の

あ
る
地
区
か
ら
解
体
等
の

要
請
は
な
か
っ
た
か
。

③　

石
倉
の
元
製
材
所
が

倒
壊
し
無
残
な
姿
は
、
町

の
印
象
が
悪
い
た
め
、
早

期
解
体
の
行
政
対
応
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

④　

美
し
い
自
然
景
観
を

保
全
す
る
た
め
、
空
き
家

条
例
と
並
行
し
景
観
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
な
い

か
。

①　

平
成
23
年
度
末

の
決
算
で
、
西
川
町

総
合
開
発
株
式
会
社
は
資

本
金
の
半
分
、
株
式
会
社

米
月
山
に
い
た
っ
て
は
ほ

と
ん
ど
を
食
い
潰
し
て
い

る
が
、
平
成
24
年
度
の
経

営
状
況
を
各
々
の
会
社
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分

析
し
今
後
ど
う
対
処
し
て

い
く
の
か
。

②　

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

リ
ニ
ュ
ア
ー
ル
管
理
運
営

事
業
に
、
今
年
度
予
算
で

5
千
185
万
円
を
計
上
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
リ

ニ
ュ
ア
ー
ル
す
る
の
か
、

町
と
し
て
の
基
本
的
な
考

え
方
は
。

問

問

答

答

▲答弁する町長

▲リニューアルが予定されている銘水館周辺

空き家
対策

景観保全のために
空き家対策を強化すべき

雪対策も考慮しながら研究を重ねていく町長

第三
セクター

経営状況をどのように
分析しているか

㈱米月山は農業法人としての体制づくりを検討する町長

宮林　昌弘　議員

伊藤　哲治　議員

一 般 質 問

明確な答弁を求める！！
６人の議員が、次のことについて一般質問を行いました。
議会だよりには、１議員１項目のみの掲載となりますので、
詳しくは町のホームページの中にある６月定例会録画中継
をご覧ください。

町の行財政全般にわたって、問題や課題
を明らかにし、政策の改善や新規の政策
の採用を求めるために行う論議

一般質問とは

◆景観保全のため空き家対策を強化すべき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮林　昌弘　議員

◆第三セクターの経営状況について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　哲治　議員

◆空き家対策について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　幸吉　議員

◆エネルギー政策の推進について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　敏行　議員

◆地域の元気臨時交付金の活用について
◆生活保護基準の切り下げと適用について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯野　咲子　議員

◆人口減少の抑制を図る手段について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古澤　俊一　議員

▲石倉の元製材所



平成25年6月定例会／ 8／西川町議会だより 第85号9

６
人
の
一
般
質
問

「
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
」
は
、
日
本

経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急

経
済
対
策
に
お
い
て
、
新

た
に
追
加
さ
れ
る
公
共
投

資
に
対
す
る
特
別
措
置
で

あ
り
、
補
正
事
業
と
し
て

計
上
し
、
各
省
庁
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
事
業
が
対

象
と
な
る
。

　

当
町
で
は
３
事
業
が
該

当
し
た
が
、
そ
の
財
源
と

し
て
は
、
特
定
財
源
が
交

付
税
に
算
入
さ
れ
る
起
債

か
ら
、
交
付
金
に
変
更
し

て
い
る
。

　

財
政
運
営
は
、
住
民
の

福
祉
増
進
の
た
め
に
、
計

画
的
・
効
率
的
に
運
営
し

て
い
る
。
今
後
も
住
民
の

意
見
を
聞
き
、

政
策
的
・
計
画

的
に
進
め
て
行

く
の
で
、
提
案

に
つ
い
て
は
、

今
後
の
事
業
の

参
考
に
し
た
い
。

①　

町
で
は
、
今
年

度
新
た
に
町
の
保
育

園
を
利
用
す
る
第
３
子
以

降
の
保
育
料
無
料
化
や
、

昨
年
か
ら
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
な
ど
、
子

育
て
支
援
策
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
を

捉
え
な
が
ら
、
積
極
的
な

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

②　

結
婚
支
援
と
し
て
は
、

ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ポ
ー
ト
事

業
や
子
育
て
支
援
、
み
ど

り
団
地
等
の
若
者
定
住
化

支
援
な
ど
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。

③　

特
別
豪
雪
地
帯
で
あ

る
大
蔵
村
や
尾
花
沢
市
な

ど
、
豪
雪
で
苦
慮
し
て
い

る
自
治
体
同
士
が
手
を
組

ん
で
、
積
極
的
に
国
や
県

に
要
望
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平
成
24
年
、
政
府
の

大
規
模
な
補
正
予
算

に
よ
る
大
型
事
業
の
ほ
と

ん
ど
が
公
共
事
業
で
、
地

方
自
治
体
の
負
担
を
伴
う

こ
と
か
ら
、
軽
減
を
図
る

た
め
に
建
設
国
債
を
財
源

と
し
た
「
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
」
を
創
設
し
た
。

　

24
年
度
限
定
の
交
付
金

で
あ
り
、
そ
の
交
付
金
で

ゆ
と
り
の
出
る
一
般
財
源

は
、
町
民
の
た
め
に
活
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
農

業
用
機
械
※
ス
ト
ー
ン
ク

ラ
ッ
シ
ャ
ー
購
入
、
各
集

落
に
雪
処
理
用
の
ユ
ン
ボ

配
置
、
低
所
得
者
に
５
千

円
の
燃
料
券
の
交
付
を
し

て
は
ど
う
か
。

①　

第
３
子
祝
金
は

限
ら
れ
た
人
し
か
対

象
と
な
ら
な
い
の
で
、
第

１
子
か
ら
の
出
産
祝
金
に

拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②　

結
婚
祝
金
支
給
制
度

を
創
出
す
る
考
え
は
な
い

か
。

③　

町
を
離
れ
る
理
由
は
、

雪
処
理
に
関
す
る
も
の
が

多
い
。
豪
雪
地
に
暮
ら
す

人
た
ち
は
、
地
域
で
森
林

等
を
守
り
、
国
土
荒
廃
と

地
球
温
暖
化
の
抑
制
に
尽

力
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

世
帯
に
対
し
て
、
恒
久
的

な
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る

よ
う
、
類
似
町
村
と
共
同

施
策
で
国
に
要
請
し
て
は

ど
う
か
。

問

問

答

答

▲雪処理でも活躍するユンボ

元気臨時
交付金 元気臨時交付金の活用を！

公共投資に対する特別措置であり、３事業が該当した町長

人口
減少

出産祝金や結婚祝金を
拡充する考えはないか

ニーズを捉えながら、積極的な支援策を検討していく町長

飯野　咲子　議員

古澤　俊一　議員

今
年
度
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
使
用
し

た
温
泉
館
の
ボ
イ
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
シ
ス

テ
ム
の
規
模
や
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
の
調
達
計
画
、
経

済
性
の
試
算
な
ど
を
検
討

し
、
基
本
設
計
を
作
成
す

る
。

　

小
水
力
発
電
に
つ
い
て

も
、
昨
年
度
か
ら
水
沢
温

泉
館
近
辺
で
の
農
業
用
用

水
路
を
利
用
し
て
、
マ
イ

ク
ロ
発
電
の
実
証
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画

の
見
直
し
は
、
町
全
体
の

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
、
そ
の

量
を
調
査
し
、
可
能
な
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
形
態
や

方
法
を
提
案
し
、

そ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
予
定
だ
。
前

段
の
温
泉
館
の

取
り
組
み
調
査

と
ダ
ブ
ら
な
い

よ
う
に
調
整
し

て
行
く
。

空
き
家
等
の
所
有
者

か
ら
適
正
な
管
理
を

理
解
し
実
行
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
だ
。
空
き
家

等
の
対
策
は
、
区
長
や
町

内
会
長
、
町
民
の
方
に
説

明
し
て
協
力
を
得
て
い
る
。

　

大
井
沢
地
区
で
離
村
に

あ
た
り
建
物
の
解
体
や
管

理
人
を
設
置
す
る
申
し
合

わ
せ
は
、
先
進
的
な
取
り

組
み
だ
と
思
う
。
地
域
と

連
携
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
地
域
づ
く
り
も
含

め
地
域
の
協
力
を
得
て
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、

各
地
区
と
連
携

を
図
る
と
共
に

広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
を
図
っ
て
い

く
。

　

ま
た
、「
西

川
町
住
宅
建
築

支
援
事
業
」
を

利
用
し
て
改
修

す
る
と
最
大

110
万
円
の
補
助

が
受
け
ら
れ
る
。

２
年
前
の
３
・
11
大

震
災
で
は
物
流
が
止

ま
り
、
町
で
も
暗
闇
の
中

で
、
寒
さ
と
の
闘
い
と

な
っ
た
。
ま
た
、
原
発
は

放
射
能
で
日
本
を
狂
わ
せ

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

西
川
町
は
自
然
豊
か
で
、

緑
の
森
林
と
豊
富
な
水
、

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

み
出
す
事
の
で
き
る
恵
ま

れ
た
条
件
を
備
え
た
町
だ
。

山
を
利
用
し
て
の
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
を

利
用
し
て
の
小
水
力
発
電

な
ど
、
町
内
の
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
創
出
と
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
計
画
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

豪
雪
が
続
き
倒
壊
し

て
い
る
空
き
家
が
目

立
っ
て
い
る
。
空
き
家
等

の
適
正
管
理
条
例
を
効
果

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、

大
井
沢
の
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
、
行
政
と
地
域

住
民
の
連
携
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
空
き
家
バ
ン
ク
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

所
有
者
と
利
用
希
望
者
の

登
録
を
促
す
た
め
の
対
策

を
強
化
し
、
利
用
者
に
は

一
定
の
居
住
経
過
後
「
空

き
家
利
用
促
進
奨
励
金
」

を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

問

問

答

答

空家
対策

条例と空き家バンクの
有効活用を

地域の協力を得て研究する必要がある町長

奥山　敏行　議員

佐藤　幸吉　議員

再生
エネルギー

環境エネルギーの創出と
再生エネルギー計画を進めては

町全体の再生エネルギー量の調査を行う町長

▲新たな人が居住した住宅

６
人
の
一
般
質
問

▲議員研修で見て来た小水力発電機（桐生市）

※
ス
ト
ー
ン
ク
ラ
ッ

　

シ
ャ
ー

　

農
作
業
に
じ
ゃ
ま

　

な
農
地
の
石
を
粉

　

砕
す
る
機
械
。
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政策提言から 1年半

総合産業化の提言と取り組み状況 　

平
成
25
年
度
西
川
町
の
町
政
運
営
の
柱
の
ひ
と
つ
に
、
総
合
産
業
化
の
推
進
が
あ
り
ま
す
。

　

総
合
産
業
化
推
進
の
目
的
は
、
町
民
の
所
得
向
上
に
結
び
つ
く
安
定
し
た
産
業
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

議
会
で
は
、
こ
の
事
業
を
も
っ
と
早
く
、
具
体
的
に
進
め
る
よ
う
、
平
成
23
年
12
月
に
「
政
策
提
言
書
」
を
町
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

提
言
書
を
提
出
し
て
か
ら
１
年
半
、
町
が
こ
の
事
業
を
始
め
て
か
ら
７
年
が
経
過
し
た
現
在
、
総
合
産
業
化
の
推
進

事
業
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
に
総
合
産
業
化
の
提
言
内
容
と
取
り
組
み
状
況
を
一
覧
表
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
対
す
る
取
り
組
み
は
確
か
に
進
ん
で
い
る
が
、
課
題
も
多
く
今
後
関
係
者
の
大
い
な
る
奮
起
に
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

【総合産業化とは】
　第1次産業に従事する農家が、第2次産業である食品の加工や第3次産業の流通や販売を担うことによって付加価値を高
くする経営のこと。第6次産業とも言うが、これは第１次産業、第2次産業、第３次産業の数字を掛け合わせて表現したもの。

H ２２ H ２３ H ２４

3,937 万円 4,046 万円 4,462 万円

いきいき直売所の売り上げの推移　　〔表 2〕

品　目 目標額
( 万円 )

H23 H24

面積
（a）

生産量 販売額
( 万円 )

面積
（a）

生産量 販売額
( 万円 )

ナ　ス 2,000 80 22.7t 653 80 35.1t 774

カボチャ 500 242 17.2t 246 336 28.7t 359

ニンニク 700 25 0.3t 60 25 0.5t 60

サクランボ 2,500 608 10.4t 1,507 608 8.6t 1,790

啓翁桜 1,800 1,350 169 千本 1,724 1,400 170 千本 2,192

山　菜 3,200 ― 34.2t 2,777 ― 41.4t 2,983

きのこ 2,500 ― 28.5t 2,381 ― 29.5t 2,689

商品毎の生産量、販売額並びに目標額　　〔表 1〕

( 生産量及び販売額はJA・いきいき直売所等の出荷額 )

議会からの提言概要 町の取り組み（平成25年 4月現在）

第1次産業
の活性化

山菜の増産と、日本一の山菜
の町を目指す取り組みを強化
すること。

生産量並びに販売量は、〔表１〕のとおり年々増え
ている。山菜きのこ集出荷協議会を通じ山菜等の
生産・集荷支援を行っている。

冷温、塩蔵などの保存方法の
対策を講じること。

急速冷凍機、冷凍庫が導入され、商品の長期提供
が可能になった。塩蔵山菜の出荷方法を指導して
いる。生鮮以外の商材として塩蔵山菜の出荷量が
飛躍的に伸びている。

野菜の産地化と付加価値向上
を図ること。商品の量産化を
図り、西川ブランドの確立を
すること。

JAと連携し産地化に取組んでいる。緩やかでは
あるが野菜の生産量が伸びている。

啓翁桜と花木の団地の拡大並
びに後継者育成を図ること。

植栽地の拡大に向けて各関係機関に働きかけを行
なっている。新規参入者を育成している。

農商工連携
の

一層の強化
　

いきいき直売所の1億円産業
を目指すこと。

いきいき直売所の売り上げの推移は〔表２〕のと
おり。生産支援と地産地消の推進等を実施し、出
荷量の向上を図っている。

生産者グループをつくり安定
した高品質の農産物の提供を
図ること。

道の駅に、農産加工機能と新商品の開発部門を設
置し、町内４つの女性グループによるテスト販売
を行うとともに、山菜をメーンとするイベントで
盛り上げを図っている。

直売所、銘水館、温泉館の人
的流れを効果的にするために
検討を行うこと。

平成25年度に調査費を投入し、環境整備のため
の検討をしていく。

町内旅館、料理店、小売店と
の連携を図り、地産地消を進
めるためのシステムをつくる
こと。

町内の旅館民宿組合等と、町振興農産物等の利用
促進の話し合いを進めており、農場視察等の活動
を実施する予定。

山菜そばの振興と山菜の食を
観光面で活かし経済の活性化
を図ること。

町内産のそばを使ったそば祭りを、昨年度初めて
実施した。実施方法や開催場所等について改善を
図り、今年度も引き続き実施していく。

取り組みと
成果の公表

これまでの総合産業の取り組
み状況を明らかにし、展望を
示すこと。

農産加工の取り組みや商品情報、農産物の販売状
況等について、インターネットを活用し情報発信
を始めた。町報等でも情報発信をしていく。

進んでいるか　総合産業化追跡調査
part ❹

▲地元農産物を使用した料理を作る「いきいき食堂」の皆さん
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語ろう！　西川のために
「議会と町民の対話の集い」開催

意見を！　未来のために

期　日 時　間 地　区 場　所 担　当

　　７月２２日（月）
10時から 志　津  志津会館 青山知教・古澤俊一・飯野咲子

横山　修・佐藤幸吉

19時30分から 海　味  海味公民館 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
佐藤耕二・伊藤哲治

　　７月２３日（火）
19時30分から 綱　取  綱取公民館 青山知教・宮林昌弘・飯野咲子

横山　修・佐藤幸吉

19時30分から 沼　山  沼山多目的集会センター 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
佐藤耕二・伊藤哲治

　　７月２６日（金）
19時30分から 水　沢  高齢者コミセン 青山知教・宮林昌弘・飯野咲子

横山　修・佐藤幸吉

19時30分から 本道寺  本道寺地区集会センター 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
佐藤耕二・伊藤哲治

　　７月２９日（月）
19時30分から 入　間  入間公民館 青山知教・宮林昌弘・飯野咲子

横山　修・佐藤幸吉

19時30分から 岩根沢  岩根沢公民館 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
佐藤耕二・伊藤哲治

　　７月３０日（火）
19時30分から 吉　川  吉川地区研修センター 青山知教・宮林昌弘・飯野咲子

横山　修・佐藤幸吉

19時30分から 間　沢  間沢公民館 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
佐藤耕二・伊藤哲治

　　８月　５日（月）
19時30分から 小　山  小山児童館 青山知教・宮林昌弘・飯野咲子

横山　修・佐藤幸吉

19時30分から 睦　合  睦合公民館 井場榮治・古澤俊一・佐藤耕二
伊藤哲治

　　８月　６日（火） 19時30分から 大井沢  大井沢交流センター 青山知教・宮林昌弘・飯野咲子
横山　修・佐藤幸吉

　
「
議
会
報
告
会
」

は
、
今
年
度
か
ら
内
容

を
変
え
て
開
催
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

議
会
が
選
ん
だ
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

出
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は

「
町
立
病
院
の
あ
り

方
」
と
「
銘
水
館
周
り

の
＊
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」

で
す
。

　

新
し
い
試
み
で
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
と
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

「
町
立
病
院
の
あ
り
方
」

「
銘
水
館
周
り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」

　

町
内
で
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ
る
町

立
病
院
は
、
新
診
療
体
制
に
な
っ
て
、

３
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
次
の
点
を
中

心
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

１　
総
合
診
療
科
体
制
に
つ
い
て

２　
予
約
し
た
場
合
を
含
め
た
待
ち

　
　
時
間
に
つ
い
て

３　
そ
の
他

　

道
の
駅
（
銘
水
館
周
辺
）
を
使
い
勝

手
が
良
く
魅
力
の
あ
る
施
設
に
す
る
た

め
に
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

１　
ト
イ
レ
や
駐
車
場
、
売
店
、
観

　
　
光
案
内
所
な
ど
の
配
置
に
つ
い

　
　
て

２　
売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
温
泉
館
、

　
　
観
光
案
内
所
な
ど
の
活
用
に
つ  

　
　
い
て

３　
そ
の
他

みんなの意見が議会を育てる
町の議会は

町議会の三つの役割町議会の三つの役割

町民全体
の意見を代弁
町民全体
の意見を代弁
町民の多くの意見を
行政側にしっかり
伝える役目

議会が
政策提言
議会が
政策提言

町民の意見を取りまとめ
条例や政策を
提言する役目

行政を
しっかり監視
行政を

しっかり監視
町長の政策が間違った
方向にいかないよう
監視する役目

「進化する議会」に「進化する議会」に
町民みんなで変えよう町民みんなで変えよう

　

こ
れ
ま
で
の
地
方
議
会
は
、

行
政
を
監
視
す
る
機
能
が
特
に

重
要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
の
議
会
は
執
行

権
の
あ
る
首
長
と
議
決
権
を
持

つ
議
会
が
、
地
域
の
発
展
や
住

民
の
幸
せ
の
た
め
、
お
互
い
が

知
恵
を
出
し
合
い
努
力
す
べ
き

と
の
考
え
が
強
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

西
川
町
で
は
町
民
に
最
も
身

近
に
い
る
議
員
が
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
町
民
の
意
見
を
聞
き

行
政
側
に
伝
え
る
こ
と
や
、
町

民
の
意
見
を
反
映
し
た
政
策
・

条
例
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
認
識
し
、
監
視
機
能
、

町
民
の
意
見
の
代
弁
、
政
策
提

言
の
三
つ
の
機
能
を
十
分
に
活

か
し
た
「
進
化
す
る
議
会
」
を

目
指
し
、
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

＊
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
は

　
　

改
装
な
ど
の
こ
と
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議議
会会
のの
動動
きき

議
会
運
営
委
員
会

■
４
月
22
日　

第
１
回
臨
時
会
の
運
営

■
５
月
24
日　

第
２
回
定
例
会
の
運
営

■
６
月
24
日　

第
２
回
臨
時
会
の
運
営

議
会
全
員
協
議
会

■
４
月
22
日　

議
会
の
組
織
構
成

■
６
月
25
日　

職
員
の
給
与
削
減

■
７
月
３
日　

第
６
次
西
川
町
総
合
計
画
基
本
構
想
素
案

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
５
月
13
日　

今
年
度
事
務
調
査
の
検
討

■
６
月
４
日　

町
立
病
院
の
診
療
体
制
と
経
営
状
況
調
査

■
７
月
３
日　

町
民
と
の
対
話
の
集
い
の
検
討

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
５
月
13
日　

今
年
度
事
務
調
査
の
検
討

■
６
月
４
日　

請
願
審
査

　
　
　
　
　
　

総
合
促
進
交
流
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
調
査

■
７
月
３
日　

町
民
と
の
対
話
の
集
い
の
検
討

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
５
月
13
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
方
針
の
検
討

■
５
月
22
日　

山
形
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

■
６
月 

６
日  

議
会
報
告
会
の
検
討

■
６
月
13
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

■
６
月
19
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

■
６
月
27
日　

議
会
だ
よ
り
第
１
回
校
正

■
７
月
１
日　

議
会
だ
よ
り
第
２
回
校
正

■
７
月
５
日　

議
会
だ
よ
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導

■
７
月
８
日　

議
会
だ
よ
り
第
３
回
校
正

視
察
受
け
入
れ

■
５
月
23
日　

福
島
県
只
見
町
議
会
【
議
場
視
察
】

■
７
月
3
日　

岩
手
県
滝
沢
村
【
西
川
小
学
校
視
察
】

広
報
公
聴

　

常
任
委
員
会

委
員
長　
　

横
山　
　

修

副
委
員
長　
　

佐
藤　

耕
二

委　

員　
　

伊
藤　

哲
治

委　

員　
　

佐
藤　

幸
吉

■ 

議
員
在
職
９
年
以
上

　
　
　
　

井
場　

榮
治　

議
員

　
　
　
　

（
９
年
11
か
月
）

古
澤　

俊
一　

議
員

　
　
　
　

（
９
年
11
か
月
）

　

平
成
25
年
３
月
31
日
現
在

議
会
活
動
の
広
報
公
聴
と
、

議
会
活
動
へ
の
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
の
聴
取
に
関

す
る
こ
と
を
担
当
し
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

　

議　

長　

井
場　

榮
治

　

副
議
長　

青
山　

知
教

委
員
長　
　

古
澤　

俊
一

副
委
員
長　
　

伊
藤　

哲
治

委　

員　
　

横
山　
　

修

委　

員　
　

佐
藤　

耕
二

議
会
の
運
営
や
会
議
規
則
、

委
員
会
条
例
、
議
長
か
ら
の

諮
問
に
関
す
る
事
項
を
担
当

し
ま
す
。

産
業
建
設

　

常
任
委
員
会

総
務
厚
生

　

常
任
委
員
会

委
員
長　
　

佐
藤　

耕
二

副
委
員
長　
　

飯
野　

咲
子

委　

員　
　

井
場　

榮
治

委　

員　
　

古
澤　

俊
一

委　

員　
　

佐
藤　

幸
吉

委
員
長　
　

伊
藤　

哲
治

副
委
員
長　
　

横
山　
　

修

委　

員　
　

青
山　

知
教

委　

員　
　

宮
林　

昌
弘

委　

員　
　

奥
山　

敏
行

総
務
課
、
政
策
推
進
課
、
町

民
税
務
課
、
出
納
室
、
健
康

福
祉
課
、
町
立
病
院
、
教
育

委
員
会
等
に
関
す
る
事
務
事

業
を
所
管
し
ま
す
。

議
長
の
任
期
は
４
年
間
な
の

で
、
交
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

副
議
長
の
任
期
は
２
年
間
で

す
。

産
業
振
興
課
、
商
工
観
光
課
、

建
設
水
道
課
、
農
業
委
員
会

に
関
す
る
事
務
事
業
を
所
管

し
ま
す
。

第
１
回
臨
時
会　

平
成
25
年
４
月
25
日
で

議
会
の
新
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

副
議
長
は
５
月
１
日
、
常
任
委
員
会

委
員
は
５
月
９
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

村
山
地
方
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
表
彰

 

お
詫
び
と
訂
正　

　

４
月
15
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
第
84
号

の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

４
ペ
ー
ジ　

円
グ
ラ
フ
の
説
明

　
　

誤　

「
繰
越
金
」

　
　

正　

「
繰
入
金
」

読みやすい広報誌にするために、年４回発行する「議会だより」
のモニターを募集しています。
方法は、郵送によるアンケート方式でご意見をいただきます。
中学生や高校生の皆さんも大歓迎です。
ボランティアによるご協力をお願いします。

応募締切日　８月２０日（火）午後５時
連　絡　先　西川町議会事務局
　　　　　　電話７４－５０５５　FAX７４－４４６６

交
代
が
あ
っ
た
役
職

　

西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　

議　

員　

井
場　

榮
治

　
　
　

議　

員　

奥
山　

敏
行

　
　
　

議　

員　

佐
藤　

幸
吉

　

林
業
活
性
化
議
員
連
盟　
　

　
　
　

会　

長　

井
場　

榮
治

　
　
　

副
会
長　

青
山　

知
教

　
　
　

幹
事
長　

伊
藤　

哲
治

　
　
　

幹　

事　

佐
藤　

耕
二

　
　
　

幹　

事　

横
山　
　

修

　
　
　

幹　

事　

飯
野　

咲
子

　
　
　

監　

事　

宮
林　

昌
弘

　

道
路
整
備
促
進
協
議
会

　
　
　

会　

長　

井
場　

榮
治

　
　
　

理　

事　

青
山　

知
教

　
　
　

理　

事　

伊
藤　

哲
治

　
　
　

理　

事　

宮
林　

昌
弘

　

監
査
委
員　
　

宮
林　

昌
弘

交
代
が
な
か
っ
た
役
職

　

町
有
林
運
営
委
員　

　
　
　

委　

員　

井
場　

榮
治

　
　
　

委　

員　

宮
林　

昌
弘

　
　
　

委　

員　

横
山　
　

修

　
　
　

委　

員　

佐
藤　

耕
二

　

農
業
委
員　
　

伊
藤　

哲
治

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

若
干
名募集しています議会だより読者モニターを
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《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　
　

長　

井
場　

榮
治

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　

横
山　
　

修

　

副
委
員
長　

佐
藤　

耕
二

　

委　
　

員　

伊
藤　

哲
治

　

委　
　

員　

佐
藤　

幸
吉

●
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
　後
　集
　記

発
行

／
山

形
県

西
村

山
郡

西
川

町
議

会
　

編
集

／
広

報
公

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
　

〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
西

川
町

大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　

FAX 0237-74-4466　
印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

平
成

25年
7月

１6日
発

行
85号

『 若い人 』シリーズ　4

會　長　奥 　 山 　 荘 　 一  さ ん （海　味）

　

海
神
會
は
、
地
元
海
味
地
区

を
中
心
に
、
神
輿
を
担
い
で
歩

く
神
輿
渡
御
（
み
こ
し
と
ぎ

ょ
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
の
設
立
は
平
成
７
年
で
す

が
、
初
代
会
長
を
中
心
に
、
担

ぎ
手
で
あ
る
自
分
た
ち
が
楽
し

む
こ
と
、
そ
こ
か
ら
地
域
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
を
考
え
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
早
い
も
の
で
、
あ
と
２
年
で
創

立
20
周
年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
会
員
60
名
で
、
５
月
３

日
の
海
味
神
輿
渡
御
や
、
９
月

に
行
わ
れ
る
寒
河
江
神
輿
の
祭

典
、
10
月
の
西
川
フ
ェ
ア
、
秋

祭
り
前
夜
祭
な
ど
、
年
間
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

担
ぎ
手
は
世
代
や
地
域
を
越

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
が
い

ま
す
が
、
若
い
人
を
中
心
に
、
最

近
で
は
女
性
の
会
員
も
増
え
て
き

て
お
り
、
た
い
へ
ん
心
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
風
通
し
の
良
い
会
を

作
る
た
め
に
、
若
い
人
の
意
見
も

な
る
べ
く
反
映
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

海
神
會
の
神
輿
は
、
「
ド
ッ

コ
イ
ド
ッ
コ
イ
」
の
掛
け
声
に

合
わ
せ
て
担
ぐ
、
「
ド

ッ
コ
イ
神
輿
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
寒
河
江

神
輿
會
の
兄
弟
会
で
も

あ
る
南
部
粋
龍
會
（
な

ん
ぶ
す
い
り
ゅ
う
か

い
）
に
教
え
て
も
ら
っ

た
も
の
で
す
。

　

神
輿
本
体
は
、
神
輿

上
部
に
提
灯
が
付
い
て

い
る
「
万
燈
神
輿
」

（
ま
ん
と
み
こ
し
）
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

夜
に
燈あ

か

り
を
入
れ
た
万

燈
神
輿
は
と
て
も
き
れ

い
で
す
。
そ
の
神
輿
を
粋
に
担

げ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
夜
に
映
え
る

万
燈
神
輿
も
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
は
、
お
祭
り
と
い
え
ば
、

出
店
が
あ
り
、
そ
こ
に
自
然
と

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
光
景
が

あ
た
り
ま
え
に
よ
う
に
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
の
５
月
３
日
に
は
、
子

ど
も
の
こ
ろ
に
感
じ
た
ワ
ク
ワ

ク
感
を
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に

も
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
ほ
ん

の
少
し
で
す
が
、
海
神
會
で
出

店
も
準
備
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
祭
り
が
楽
し
い

も
の
で
、
自
分
も
参
加
し
た
い

海
か い し ん か い

神會の活動

と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
た

い
へ
ん
う
れ
し
い
で
す
。

　

海
神
會
は
、
西
川
町
に
あ
る

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
る
各
団

体
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、

地
域
、
そ
し
て
西
川
町
全
体
を

盛
り
上
げ
る
べ
く
今
後
も
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

▲ 海神會の皆さん

次回定例会は
9月です

皆さん傍聴して
みませんか

インターネットでも
ご覧いただけます

議会へのおさそい

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
、

委
員
４
人
の
う
ち
２
人
が
交
替

し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

　

前
任
者
の
奥
山
委
員
長
、飯

野
委
員
の
お
二
人
の
努
力
で
、

西
川
町
の「
議
会
だ
よ
り
」は
県

内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、全
国
で
も

Ａ
ク
ラ
ス
の
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。お
二
人
に
は
２
年
間
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

新
体
制
の
も
と
、
さ
ら
に
読

み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
に
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
全
国
の
地
方
議
会
が
変

わ
ろ
う
と
動
き
出
し
て
お
り
ま

す
。
西
川
町
議
会
も
「
町
民
の

た
め
の
議
会
に
」
と
、
全
員
一

致
団
結
し
て
努
力
し
て
お
り
ま

す
。
町
発
展
の
た
め
に
、
町
民

の
皆
様
か
ら
議
会
に
対
し
て
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
横
山　

修
）


